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福島第一原子力発電所1号機の状況
(４月ｇ曰６

■
■
 

原子炉圧力ＡＯ４９６ＭＰａ※
原子炉圧力ＢＯ９０４Ｍｐａ※
状態:上昇傾向
※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１６５０ｍｍ
原子炉水位Ｂ－１６５０ｍｍ
状態:燃料頂部から上配水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状態:大きな変動なし

原子炉圧力容器温度：
給水ノズル温度２４０５℃
圧力容器下部温度１１９．７℃

プール水温度

状態:計器不良

プール水温度

状態:計器不良

℃ ℃ ℃ 温度

腸不良
除熱

機能

除熱

機能

．
‐
Ｉ
 

給水
圧力

原子炉格納容器圧力：
Ｏ１９０ＭＰａ 

状態:上昇傾向

S／P水温一℃

状態:データなし

S／P圧力Ｏ１５５ＭＰａ

状態:大きな変動なし

除熱
機能

非常用

発電機
外部
電源

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

福島第一原子力発電所2号機の状況
(４月ｇ曰ａＯＯ現在）

発生後の主要なできごと
11日型:４６運転中､地霞により自動停止１－－￣､－－￣一一一￣￣￣1
11日15:42ユ０条通報(全交流電源喪失）
11日16:３６ユ5条事象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）

１３日ﾕﾕ:００ペント開始
14日13:２５１５条事象の発生(原子炉冷却機能喪失）
14日16:３４海水の炉心注水開始
14日22:５０１５条廟象の発生(格納容器圧力異常上昇）

15日O:OＺベント開始

15日０６:１０週発音発生
15日06:２０頃サプレッションプール(圧力抑制室)損侮の可能性あり

２０日15:05～17:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済燃料プール(SFP)に海水約40t注水
20日15:４６パワーセンター受凪

21日18:ＺＺ白煙が発生｡２２日7:11にほとんど見えない程度に減少
ZZ日16:O75FPに約18tの海水を注水
25日10:ﾖO～12:１９FPCからSFPに海水を注水

26日10:１０淡水の炉心注水開始
26日16:４６中央制御室の照明復掲

２７日18:３１仮設電動ポンプでの炉心注水に切替
Z9日1630～18:２５仮設甑動ポンプでの淡水のSFP注水に切替
２９日16:45～１日11:５０復水貯蔵タンク(CST)からサプレツションﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送

30日9:25～23:５０５FPへ注水していたところ.仮設電動ポンプの不鯛を確鹿(9:45)｡消防ポンプに切替えて
注水するが.ホース破損が確畷(ﾕZ:47`13:10)されたため､注水中断｡１９:05に淡水注水を再開

１日ﾕ4:56～17:O5FPCからSFPへ仮股騒動ポンプにより淡水注水
ＺＢ９:ﾖO頃取水口付近のピットにﾕOOOmSv/hを超える水が溜まっていること及びﾋﾟｯﾄ側面から､水が流出し

ていることを確鰹

Z日17:１０復水器からCSTへ移送開始

ﾖ日12:１２仮設電動ポンプの電源を仮股樋源から外部電源に切替
３日13:47～14:３０ビット内に､おがくず20袋､高分子吸収材8,袋､裁断処理した新聞紙３袋を投入

4日7:OB～7:11トレーサー(入浴剤)約13kgを海水配管トレンチ立坑から投入
4日11:05～13:ヨフFPCからSFPへ仮股魎動ポンプにより淡水注水
5日14:１５トレーサーが立坑周辺の隙間から海へ流出していることを確湧｡15:０７から凝固剤の注入開始
6日538頃ピット側面からの水の流出が止まったことを確翻
7日13:29～14:３４FPCからSFPに淡水注水(約36トン）

原子炉圧力ＡＯＯ８３ＭＰａ※

原子炉圧力ＤＯＯ８１ＭＰａ※
状態:大きな変動なし
※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１５００ｍｍ
状態:燃料頂部から上記水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃

状魍:データなし

原子炉圧力容器温度：

給水ノズル温度１４１．６℃

圧力容器下部温度一℃

（計器不良）

プール水温度５００℃プール水温度５００℃０℃ 除熱
機能

圧

原子炉格納容器圧力：
ＯＯ９５ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

ｌｑＥ= 可能性ありありり

S／P水温一℃

状態:データなし

S／P圧カーＭＰａ

状態:ダウンスケール
（調査中）

非常用

発電機

外部

電源

除熱

機能

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続



福島第一原子力発電所３号機の状況

(４月ｇ曰Ｇ:００現在）
発生後の主要なできごと''百'五5-蓮i雨-1蕊FEZ5雨i再正一L元＝'父v'ﾕﾆｰ'‐￣-

11日15:４２１０条通報(全交流鰯源喪失）
ﾕﾖ日05:１０１５条廟象の発生(非常用炉心冷却装錘注水不能）
13日08:４１ベント開始

ﾕﾖ日1ﾖ:12海水及びホウ酸の炉心注水開始

14日052,ベント開始

14日07:“ユ5条碩象の発生(格納容器圧力異常上昇）

14日11:０１魁発音

15日0830頃白煙が発生

ﾕ7日09:48～10:０１自衛隊ヘリによる放水

17日19:05～19:ﾕ５警察の高圧放水車による散水

17日1935～20:０９自衛隊の消防車により放水
18日14時前～14:３８自衛隊消防車6台による地上放水～14:４５米軍消防車1台による地上放水

19日O:３０～O181O東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
19日14:ﾕO～２０日３:４０束京消防庁ﾊｲパーﾚｽｷｭｰ隊放水

２０日１１:00格納容器内圧力が上昇(320kPa)｡その後､低下。
Z0日2136～21日3:５８束京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水

Z１日15:55頃灰色がかった煙が発生｡１７:55に煙が収まっていることを確囲
ZZ日15:10～16:ＯＤ東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊及び大阪市消防局放水
ZZBZZ:４６中央制御室の照明復帰

Zﾖ日11:Oﾖｰ13:ZO使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済燃料プール(SFP)に約35tの海水を注水
Zﾖ日16:２０頃黒煙が発生｡２３:30頃及び24日4:50に煙の発生が止んでいることを確麗。
24日0535～16:O5FPCからSFPに約120トンの海水を注水

２５日１３:Z8～16:ＯＯ東京消防庁の支援を受けた川崎市消防局による放水
25日18:０２淡水の炉心注水開始

Z7B1Z:34～14:36コンクリートポンプ車による放水
28日17:40～31日8:40頃復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
28日２０３０仮股電動ポンプでの炉心注水に切替
くコンクリートポンプ車による放水(淡水)＞

Ｚ9日14:17～18:１８，３１日16:３０～19:ﾖﾖﾕ日09852～1Z:５４．４日17:０３～19:１９，７日０６:5ヨー8:５３
Ｂ日17806～20:00

3日12:１８仮設電動ポンプの電源を仮股甑源から外部電頑に切替

原子炉圧力ＡＯＯ９９Ｍｐａ※
原子炉圧力ＣＯＯ１６ＭＰａ獺

状態:大きな変動なし

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１９５０ｍｍ
原子炉水位Ｂ－２３００ｍｍ

状態:燃料頂部から上記水位
が冠水していない。

原子炉水温度一℃

状態:データなし

原子炉圧力容器湿度２

給水ノズル温度９９．２℃

（鬮査中）

圧力容器下部温度１０７．５℃

プール水温度一℃
状態:計器不良

プール水温度一℃
状態:計器不良

除熱

機能

原子炉格納容器圧力：
０．１０５４ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

□ 
S／P水温一℃

状態:データなし

S／P圧力Ｏ１７２７ＭＰａ

状態:大きな変動なし

外部

電源

非常用
発電機

除熱

機能

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

福島第一原子力発電所4号機の状況
(４月ｇ曰 e:ＣＯ現在）

発生後の主要なできごと
地醸発生時､定期検査により停止中Ｌ空ニニニニヱ竺上三二二
14日０４:０８使用済燃料プール温度84℃
15日０６:１４４Fの壁が－部破損の確潔

15日０９３８３階部分で火災(12:25鎮火）
16日０５:４５４号機で火災｡事業者によると現場での火は確認できず｛06:15）
２０日０８:21～g:４０自衛隊による使用済燃料プール(SFP)への放水
２０日1830頃～19:４６自衛隊によるSFPへの放水
Z１日05:ﾖﾌ～08:4ユ自衛隊によるSFPへの放水
Z旧15:00頃パワーセンターまでのケーブル敷設完了
２２日１０３５パワーセンター受電
くコンクリートポンプ車による放水＞

Ｚ２日17:17～20:32､ﾕﾖ日ﾕO:００～13:０２，Ｚ4日1436～17:30,25日19:05～ZZ:0７
２７日16:55～１９２５

Z5日06:０５～10:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)からSFPに海水を注入
29日11:５０中央制御室の照明復帰
30日14:04～18:33,1日8:28～ﾕ4:143日17:14～２２:16,5日17:35～18:ZZ、
＜コンクリートポンプ車による放水(淡水)＞

７日18:Z3～19:4０

定検停止中

プール水温度:－℃
状態:計器不良

プール水温度:－℃
状態:計器不良

除熱

機能

除熱

機能

原子炉内Ｉ原子炉内に燃料体なし原子炉内Ｉ

E】
外部

電源

非常用

発電機

除熱

機能

現状:原子炉圧力容器に燃料体が存在しない
プールへの淡水注入を継続



福島第一原子力発電所5号機の状況
（４月ｇ曰Ｓ:００現在）

定検停止中

●工●

原子炉圧力:０．１０３MPa※

原子炉水位:１５１０ｍｍ

原子炉水温度:３３．８℃

状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

プール水温度:３５．２℃

状況:除熱機能が回復。
プール水温度:３５．２℃

状況:除熱機能が回復。
(温度:３５．２℃

熱機能が回復。
除熱

機能

熱
能

原子炉圧力容器温度：
原子炉水温度にて監視中。

現状:２０日１４:３０冷温停止。

２１日１１：３６外部電源から受電開始。

２３日１７:２４残留熱除去海水系(RHRS)ポ□ 
ンプが､仮設から本設の電源への

切り替えの際に自動停止。

２４日１６:１４ＲHRSポンプの修理完了。
２４日１６:３５冷却開始。
４日２１：００サブドレンピットの低レベルの

※ 

外部電源 除熱機能

地下水を海洋に放出開始。※炉水とプール水を切替えて除熱

畠島第一原子力発電所e号機の状況

(４月ｇ曰ｅ:ＣＯ現在）

定検停止中

プール水温度:２４．０℃
状況:除熱機能が回復。

プール水温度:２４．０℃
状況:除熱機能が回復。

除熱

機能

除熱

機能

除熱

機能
原子炉圧力:０．１０４MPa※

原子炉水位:１７２７ｍｍ

原子炉水温度:４５．９℃
状況:操作により圧力等を制御中。

※:絶対圧に換算

原子炉圧力容器温度：
原子炉水温度にて監視中

現状:２０日１９:２７

２２日１９：１７

４日２１：００

冷温停止。

外部電源から受電開始。

サブドレンピットの低レベルの
地下水を海洋に放出開始。

○
○
 

○ 除熱機能外部電源

※炉水とプール水を切替えて除熱


